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H.educed autobiographical memory specificity (rAMS) was observed in people with depression. 
Prior studies showed that the impairment of generative retrieval of visual imagery about specific events 
caused the rAMS. Based recent research， we hypothesized that people with depression have difficulty 
in recovering contextual information and verbal elaboration， after the retrieval of specific visual imagery. 
'lo examine this hypothesis， we administered the autobiographical memory test to dysphoric and control 
groups， and individually measured the latency of the visual imagery and verbal elaboration stages. We 
anticipated the dysphoric group to take a longer time to complete the verbal elaboration stage. Results 
showed that the dysphoric group showed more latency of the visual imagery stage than control group; 
however， there was no di百erencein that of the verbal elaboration stage. Although these findings are 
not consistent with our hypothesis， the difficulties experienced by the dysphoric group at the visual 
imagery stage are consistent with prior studies. 
Key words: reduced autobiographical memory specificity; overgeneral autobiographical memory; 
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問題と目的
うつ病患者や抑うつ傾向者には自伝的記憶の具体








(松本・望月. 2012; Williams， Barnhofer， Crane， 







引き起こしたり (Goddard，Dritschel， & Burton， 
1996) .将来の想録力が低下すること (Williams，
Ellis， Tyers， Healy， Rose， & MacLeod， 1996)がi明ら
かとなっているだけでなく，がilうつの悪化を招くこ
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と (Sumner，Griffith， & Mineka， 2(10)， さらには I~I
1支のリスクカ人l二昇ーすることU<ichard-Devantoy， 
Berlim， & Jollant， inpress) も示されている。.t-:uこ
のことから， rAMSはiJIうつ治療の重要なターゲッ





ステム (Self-MemorySystem; Conway & Pleydell-
Pearce， 2(00) では， 自{云iJ/]E己i窓は階層構造をfiえし
ていると考えられている。この|暗躍は)@!に， 自伝(i<J












いる (Hauer，Wessel， Geraerts， Merckelbach， & 
Dalgleish， 2008; Watson， Berntsen， Kuyken， & 































究においてすでになされている。 St.Jacques， Rubin， 









Erickson， Nugent， Fromm， Mallinger， Furey， & 
Drevets， 2(12)。さらに，先行1iJf?;どによって， うつ
病患者は少なからず言語流l陽性諜題や言語性記d憶に
困難がみられること (Burt，Zembar， & Niederehe， 
1995; Henry & Crawford， 2(05)，文脈情報の形成の
!~I 難を抱えていることが示されている (Corrêa ，
Balardin， Caldieraro， Fleck， Argimon， Luz， & 
Bromberg， 2012; Tacconat， Baudouin， Fay， Raz， 
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この問題を府一決するために， また，視覚イメージ段
階と言語的精級化段階を分離するために，本研究で










Vividness of Visual Imagery Questionnaire; Marks， 




















PHO-9 PHQ-9 (Patients Health Questionnaire-9) 





るか， 0 (全くない) ~ 3 (ほぼ毎日)の 4件法で
回答を求める。 10点以上でうつ病の疑いがあるとさ
れ， 4 点以下では ~I::tfil うっと判断される。
BDト1 BDI-II (Beck Depression Inventory-
second edition) はBeck，Steer， & Brown (1996) に
よって作成された， うつ症状を測定するための尺度
'lable 1 
Statistical description of dysphoric group and contr叶 group
Dysphoria Control 
Mean SD Mean SD 
Age 20.67 1.73 19.94 1.34 
PHQ-9 10.67 5.61 2.06 1.61 
BDI-II 14.56 12.83 4.81 4.12 
VVIQ 50.22 7.05 50.81 9.07 
Verbal fluency 47.44 23.67 45.94 13.40 
Digit Span 6.56 1.59 6.94 0.53 
Tapping Span 7.22 1.48 7.00 0.37 
である。本研究で、は小iI!!ミ-古川 (2003) による日本
語版を使用した。 BDI-II は全21イI~I の設 1/:1] で構成さ
れ，各設IIAJ に用意された O 点~3Aï:に対応した 4 つ
の文のうち，あてはまるものを選択する形式となっ
ている。
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Table 2 
Mean latency of dysphoric group and control group 
Visual imagery 
Verbal elaboration 
Positive visual imagery 
Negative visual imagery 
Positive verbal elaboration 
Negative verbal elaboration 
Specific visual imagery 







結果. JIlうつの主効果は有意ではなかったが (F(1， 
23) =: 2.66，戸=::.12， =: .07) .検索段階の主効果 (F(1， 
23) =: 30.40，戸く.001， =: .29)および交互作用 (F(1，
23) =: 6.39，戸=::.019， 77~; =:.08)が有意であった。交互
作用が有意であったため，単純主効果の検定を行っ
たところ，視覚イメージ検索段階における抑うつの
単純主効果:が有意であり (F(1， 23) =: 6.26，戸=.020，
η~=::.21). jJjJうつ傾向群のほうがイメージ検索に要
する時間が長かった。言語化段階における抑うつの








ではなかったが (F(1， 23) = 2.30，戸=.14， η~ = .07)検
索過程の主効果が有意であり (F(1， 23) = 22.38， 
戸く.∞1，77~ = .22).事IJうっと検索過程の交互作用が有
意傾向であった (F(1， 23) = 4.08，戸=.055， = .05)。
交互作用が有意傾向であったため，単純主効果の検
定を行ったところ，イメージ検索過程における抑う
つの単純主効果が有意であり (F(1， 23) = 4.99， 
戸 =.036， η~= .18). J![lうつ傾向群のほうがイメージ
検索に姿する時間が長かった。言語化段階における
抑うつの単純主効果は有意ではなかった (F(1， 23) = 
Dysphoria Control 
RT SD RT SD 
29.96 13.42 19.44 7.76 
12.79 6.55 13.06 8.70 
27.84 13.74 16.51 12.82 
27.20 11.31 21.35 9.28 
12.29 6.30 12.63 9.03 
13.29 6.95 13.53 8.82 
27.41 12.31 18.51 7.70 
















vs 91 %)に有意な差はみられなかった (t(23) = 1.43， 
戸=.16， d = .53)。
考察
























~W性 (Conway， 2005) を顧みれば，本TiJf究で得られ
た反応1寺INJの群1M]J~~~ は ifll うつ傾向群の生成検索開要性
を反映していると解釈できる。この結果は， うつ病
患者の生成検索i君臨Iを示した先行研究 (Haueret 
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